
※ BR-S700はレジンパッド（G01A, G01S, F01A）のみです。

5. ブレーキレバーを数回握りレバー操作が
固くなるのを確認します。

6. パッドスぺーサーを取り外し、車輪をセットし、ローターとブレーキパッドが干渉しな
いことを確認します。接触する場合はキャリパーの取付けの項にしたがって調整します。

安全のために必ずお守りください。

●鉱油の蒸気を吸引すると気分が悪くなる場合があります。換気に注意し、防毒
マスク等を着用してください。
鉱油の蒸気を吸引した場合は直ちに屋外に移動し、身体を毛布等でくるんで保
温し、安静にして、医師の手当てを受けてください。

●飲用しないでください。下痢、嘔吐します。
●子供の手の届かないところに保管してください。
●爆発あるいは引火の恐れがありますので鉱油の容器は切断、加熱、溶接あるい
は加圧しないでください。

●廃油：法令に定められた方法で処理してください。
●保管方法：異物や水分が混入しないように密封した状態で、直射日光を避け、

冷暗所に保管してください。火気厳禁、第三石油類、危険等級Ⅲ

■慣らし運転
●ディスクブレーキには慣らし運転期間があり、慣らし運転がすすむにつれブレ
ーキ制動力が上がっていきますので、ブレーキの制動力増加に対し注意を払い
順応してください。ブレーキパッドあるいはローターを交換した場合も同様で
す。

■コンプレッサー清浄の場合
●キャリパー本体内部をコンプレッサー（圧縮空気）で分解清掃した場合、圧縮
空気中の水分が残る場合がありますので再組み立ての際は十分に乾燥させてか
ら行ってください。

使用上の注意
● 203mm及び180mmローターは160mmクロスカントリー用ローターに比べて
直径が大きい分ローターのひずみが大きくなっています。したがってブレーキ
パッドと干渉します。

●ブレーキキャリパーの取付け台座とエンドが平行でない場合、ローターとキャ
リパーの接触のもとになります。

●車輪を取り外した場合はパッドスペーサーを装着することをお勧めいたしま
す。車輪を取り外した状態でブレーキレバーを握ってしまった場合のピストン
の飛び出しを防止します。

●パッドスペーサーを取付けずにブレーキレバーを握ってしまった場合には、ピ
ストンが異常に飛び出します。ブレーキパッド表面に傷をつけないように注意
して、マイナスドライバーなどで、ブレーキパッドを押し広げてください。
（ブレーキパッドが付いていない場合は、ピストンを傷つけないように注意し
て、板状の工具などで真っ直ぐに押し戻します）
ブレーキパッドあるいはピストンが戻りにくいときは、ブリードスクリューを
取り外してから行ってください。（リザーバータンクから油が溢れ出る恐れが
ありますのでご注意ください）

●ブレーキシステムの洗浄またはメンテナンスにはイソプロピルアルコール、石
鹸水を使用するか空拭きを行なってください。市販のブレーキクレンザーある
いは、なき止め防止剤等は使用しないでください。シール等を損傷する恐れが
あります。

●キャリパーを分解掃除する場合、ピストンは取り外さないでください。
●通常の使用において自然に生じた摩耗および品質の劣化は保証いたしません。

● 203mm及び180mmローターは160mmローターに比べてブレーキ制動力が高くなっています。
ブレーキ特性を充分体得されてからご使用ください。

●取付けまたはメンテナンス時等に回転中のローターには触れないでください。
ローターに指が巻き込まれるなど、重傷を負う恐れがあります。

●キャリパー、ローターはブレーキ操作により高温になりますので、乗車中、
あるいは下車後すぐに触れないでください。やけどを負う恐れがあります。ブレーキシステム
の整備は温度が十分に下がったことを確認してから行ってください。

●雨天時は制動距離が長くなります。スピードを控えて、早めの滑らかなブレーキ操作をして
ください。

●路面がぬれていると、タイヤがスリップし易くなります。タイヤがスリップすると転倒して
危険ですので、スピードを控えて、早めの滑らかなブレーキ操作をしてください。

●乗る前には必ず前後のブレーキが正しく作動するかどうか確認してください。
●ローターに割れ、ひずみが生じた時には必ず新しいローターに交換してください。
●ローターが磨耗して厚みが1.5mmになるか片方の面にアルミ面が出てきたら必ず新しいロー
ターに交換してください。

●ローター、ブレーキパッドに油脂が付かないように注意してください。
ブレーキが効かなくなって危険です。

●パッドに油脂が付いた場合は必ず新しいパッドに交換してください。
ローターの場合は洗浄してください。ブレーキが効かなくなって危険です。

●乗車前にパッドの厚みが0.5mm以上あることを確認してください。
●ブレーキを連続してかけ続けると、べーパーロック現象の発生の恐れが
ありますので、ブレーキを連続してかけ続けないでください。

●油はシマノ純正鉱物油を使用してください。それ以外の油の使用はブレーキの作動不良、
べーパーロック現象の発生、あるいはブレーキシステムを壊す恐れがあります。

●油は必ず開封したてのものを使用し、又、注入の際、ブリード二ップルから排出された油も再注
入しないでください。水分等の混入により、べーパーロック現象が発生する恐れがあります。

●ブレーキシステム内に、水分あるいは気泡が混入しないようにご注意ください。ベーパーロック
現象の発生の恐れがあります。ブリードスクリューを取り外すときは、特にご注意ください。

●ブレーキホースの長さを調整するためにホースの切断や、ブレーキホースの左右の入替えを
行った場合は、必ず“ミネラルオイルの注入と気泡抜き”の取扱い説明書（4）、および（8）から
（12）の手順に従って、気泡抜き作業を行ってください。
●自転車を倒立させたり、横にした場合は、リザーバータンク内にはブリードスクリューを取
付ける際に残留したり、長時間の使用でブレーキシステム各部から集まってきた微少な気泡
が存在することがあります。このディスクブレーキシステムは倒立に対応できる設計ではあ
りません。自転車を倒立、あるいは横にした場合、リザーバータンク内の気泡がキャリパー
方向に移動する恐れがあり、この状態で走行するとブレーキが効かず大怪我をする恐れがあ
ります。倒立させたり、横にした場合は、乗車前に必ずブレーキレバーを握り、ブレーキが
正常に作動することを確認し、ブレーキが正常に作動しない場合は、次の手順で調整してく
ださい。

●油漏れが発生した場合はただちに使用を中止し、適切な修理を行ってください。油漏れの状
態で乗り続けると突然ブレーキが効かなくなり危険です。

●ローター側にクイックレリーズレバーがある場合はローターと干渉する恐れがあり危険です
ので干渉しない事を確認してください。

●自転車は、製品によって取扱いが多少異なることがあります。
したがって、ブレーキレバーへの入力や自転車の操作特性などを含め、個々の自転車のブレ
ーキ系統の適切な操作を充分理解し慣れるようにしてください。ブレーキ系統の操作が適切
でないと自転車のコントロールを失い、事故のもとになり、また大怪我を招くとも限りませ
ん。適切な操作については、自転車専門店にご相談いただき、また自転車の取扱い説明書も
よくお読みください。ご自分の自転車にお乗りになって、ブレーキ操作などを練習していた
だくことも大切です。

●前ブレーキを強くかけると前輪がロックし、自転車が前方向に転倒して重傷を負う可能性が
あります。

●シマノのディスクブレーキシステムはタンデム車には対応していません。タンデム車は総重
量が重くなるため、ブレーキ操作時にブレーキシステムの負荷が上がります。その結果、油
の温度が高くなりすぎてベーパーロックあるいはホースの破裂が発生してブレーキが利かな
くなる恐れがあります。

●製品を取付ける際は、必ず取扱い説明書等に示している指示を守ってください。その際、シマノ
純正部品の使用をお勧めします。またボルトやナット等が緩んだり、破損しますと突然に転倒
して重傷を負う場合があります。

●取扱い説明書はよくお読みになった後、大切に保管してください。

●ブレーキ操作時にパッドとローターの摩擦音が発生しにくいG01A, G01S, F01Aパッド仕様の
場合はG03S/F03Cパッドに比べて慣らし運転に時間がかかります。

■鉱物油（ミネラルオイル）の取扱い
●目に入ると炎症を起こす場合があります。取扱いの際は保護眼鏡等を着用し目に入らないよ
うにしてください。
目に入った場合は真水で洗い流し、直ちに医師の手当てを受けてください。

●皮膚に付くと炎症を起こす場合があります。取扱いの際は保護手袋を着用してください。
皮膚に付いた場合は石鹸水で十分に洗ってください。

べーパーロック現象とは、ブレーキシステム内の油の加熱により、ブレーキシステム内
の水分、あるいは気泡が膨張、ブレーキレバーストロークが急激に増加する現象です。

ブレーキレバーを握って動きがスカスカの場合

ゆっくりブレーキレバー操作を繰り返し、気泡がリザーバータンクに戻るのを待ちます。
ブリードスクリューを取り外して油を補充し、気泡をなくすことをお勧めします。それ
でもブレーキレバーの動きがスカスカの場合は、気泡抜き（ミネラルオイルの注入、
気泡抜きの項を参照）を実施してください。

■キャリパーの取付けとホースの固定

•ブリード用スペーサー（黄）を取り外し、
ローターを取付けた車輪をフレームに
セットします。

•ブレーキパッドを取付けます。

■ローターの取付け

SM-RT81L / RT67L (203mm)
SM-RT81M / RT67M (180mm)
SM-RT81S / RT67S (160mm)

この製品の組立には下記の工具が必要です。

使用箇所

ローター取付け用ロックリング

ブレーキレバー取付けボルト

キャリパー取付けボルト

ブレーキパッド固定軸

ブレーキレバー側ブリードスクリュー

ケーブルサポーター

ブレーキホース固定ボルト

ブリードニップル

ブリーディング

TL-LR15

アレンキー 4mm

アレンキー 5mm

アダプター（ポストタイプ）取付けボルト アレンキー 5mm

アレンキー 3mm / ラジオペンチ

アレンキー 2.5mm

プラスドライバー＃2

8mmレンチ / アレンキー 3mm, 4mm

めがねレンチ 7mm

SM-DISC、注射器

工具

締め付けトルク:
40 - 50 N･m {400 - 500 kgf･cm}

ご使用方法 SI-8JZ0A-004

ディスクブレーキシステム

キャリパー

ブレーキレバー

ローター

ブレーキホース

ケーブルサポータ

BR-M785 / BR-S700※
/ BR-M666

BL-M785 /BL-T785
BL-S700 /BL-M666

SM-RT81 / RT67

SM-BH90-SB

SM-HANG

ミネラルオイル

ブレーキパッド
ユニット フィン無し フィン付き

レジンパッド

メタルパッド

SM-DB-OIL

G01A /G01S

G03S

F01A

F03C

機能を充分に発揮させるために、次のラインナップによる使用を推奨いたします。

■ホースの取付け

■ブレーキレバーの取付け

図のようにブレーキレバーを固定します。
（ブレーキレバー操作が変速レバーと干渉しないことを確認して
ください。また変速レバーの取扱い説明書もご参照ください。
変速レバーの締め付けボルトの位置によっては、変速レバーを
先に固定する場合があります。）

推奨締付けトルクにおいても、カーボンハンドルの場合には、
ハンドルへの損傷ならびに固定不十分となる可能性があります。
適切なトルク値に関しては、完成車メーカーまたはハンドル
メーカーでご確認ください。

ブレーキレバー締め付けトルク:
6 - 8 N･m {60 - 80 kgf･cm}

< 右レバーの場合 >

ブレーキパッド

ブリード用スペーサー（黄）

締め付けトルク:
2 - 4 N･m {20 - 40 kgf･cm}

ローター取付け用
ロックリング

TL-LR15

C型ガイド、従来のケーブルストッ
パーの場合は、シマノケーブルサポ
ーター（別売品）を使用して、図のよ
うに取付けます。

ブレーキレバーを数回握り、ブレーキが正常に作動するかどうか、あわせて、油漏れが
ないかどうか確認してください。

締め付けトルク:
0.3 - 0.5 N･m {3 - 5 kgf･cm}

＜C型ガイド＞ ＜従来のケーブルストッパー＞

■ブレーキパッドの交換

メンテナンス

ご注意：
このブレーキシステムはブレーキパッドの摩耗量に対してピストンが徐々に突出し
ローターとブレーキパッドの間隔を自動調整する設計になっていますのでブレーキ
パッドを交換する場合はピストンの押し戻し作業が必要です。

1. 車輪をフレームから取り外し、
ブレーキパッドを図のように取り外します。

油の注入時にブレーキパッドに油が付着した場合、またブレーキパッドが0.5mmまで摩耗
するか、ブレーキパッド押えバネがローターに干渉するようになれば、ブレーキパッドの
交換を行ってください。

2. ピストンおよびその周辺を洗浄します。

3. ピストンをこじらないように注意しながら、平らな
板などを使用し、真っ直ぐ奥のあたりまで押し戻し
ます。尖った工具などでピストンを押し戻さないで
ください。ピストンが傷つく恐れがあります。

4. ＜BR-M785/S700＞
新しいブレーキパッドを取付け、
パッドスペーサー（赤）を取付けます。
この時スナップリングも忘れないで
取付けてください。

＜BR-M666＞

新しいブレーキパッドを取付け、
パッドスぺーサー（赤）を取付けます。
このあと、割ピンを折り曲げます。

■ピストンの作動不具合調整

キャリパーには2つのピストンがセットされていますが、ピストンの作動あるいは出代が
不均等になったりブレーキパッドとローターの干渉が残る場合は下記の手順で調整してく
ださい。

1. 車輪、ブレーキパッドを取り外します。ピストン及びその周辺を洗浄します。

2. ピストンをこじらないように注意しながら、平らな板などを使用し、真っ直ぐ奥のあた
りまで押し戻します。尖った工具などでピストンを押し戻さないでください。ピストン
が傷つく恐れがあります。

3. ブレーキパッド、パッドスぺーサー（赤）をセットします。

4. ブレーキレバーをあたりまで操作し、数回ブレーキレバーを握ることにより、2つの
ピストンの初期位置が一定に調整されます。

5. パッドスペーサーを取り外し、車輪をセットして、ローターとブレーキパッドが干渉し
ないことを確認します。接触する場合は、再度取付けボルトを緩めて接触しないように
調整します。

■ミネラルオイルの交換方法

リザーバータンク内の油の変色が著しい場合は油の交換をお勧めします。

ブリードニップルにチューブ、袋をセットしてからブリードニップルを開いて油を
排出します。この時、排出を助けるためにブレーキレバーを操作します。この
後、ミネラルオイルの注入の項を参照して油を注入します。油はミネラルオイ
ルを使用してください。
廃油は法令に定められた方法で処理してください。

■SL-M780-IとBL-M785/T785/S700/M666の取付け

1. 図のように2mmアレンキーでブレーキレバーの
クランプバンドを開けます。

2. シフティングレバーブラケットの引っ掛け部をブレーキレバーブラケットの穴に
取付けて、専用のナットとボルトで仮止めし、ハンドルバーに取付けます。

3. シフティングレバーを4mmアレンキーで
ブレーキレバーに固定します。

“ミネラルオイルの注入と気泡抜き”および“ミネラルオイルの注入と
気泡抜き（キャリパー側ブリードスクリュー使用時）”の取扱い説明書
もあわせてお読みください。

パッドスペーサー（赤）

ブレーキホースSM-BH90-SBの取扱い説明書（SI-8JA0A）を参照して
取付けます。この時、ホースのねじれにご注意ください。
キャリパーとレバーが図のような位置にあることを確認します。

フィン付きパッド

M666

M666
M666

パッド押さえバネは図のようにセット
してください。（バネには左（L）右（R）
の刻印があります。）

ピストン

警告

注意

取付け方法

車輪回転方向

■車輪のスポークの編み方

スポークが図のように組まれていることを確認してください。
ラジアル組は不可。

スポークは前輪左側（ローター取付け側）、後輪左右は下図1のように、前輪右側
は下図2のように編んでください。

図 1 図 2

前右前左　後左　後右

* 取扱い説明書は以下にてご覧いただけます。
http://techdocs.shimano.com
製品改良のため、仕様の一部を予告なく変更することがあります。

この取扱い説明書は、ご購入された自転車に装着されているシマノ製自転車
部品の取扱い方法を説明しています。ご購入された自転車およびシマノ製自
転車部品以外に関するご質問はご購入先または自転車製造元へのお問い合わ
せをお勧めいたします。

SI-8JZ0A-004-00

キャリパー

ブレーキレバー

＜フロント＞ ＜リア＞

締め付けトルク:
6 - 8 N･m {60 - 80 kgf･cm}

キャリパー

ローター

アダプター

キャリパー
取付けボルト

キャリパー
取付けボルト

アダプター
取付けボルト

アダプター
取付けボルト

●インターナショナルスタンダードマウント

インターナショナルスタンダードマウントの場合はポストタイプマウント用キャリパーにアダプ
ターを取付けてください。（アダプターにはフロント用とリア用があります。）

1. まず、アダプターを取付け、キャリパーをフレームに仮固定します。（キャリパーが左右に動
く状態）

2. ブレーキレバーをにぎり、パッドでローターをはさんだ状態でキャリパー取付けボルトを締め
付けます。

ブレーキレバー側 キャリパー側

ホース

バンジョ

Oリング

コネクティングボルト

コネクターインサート

オリーブ

カバー

8mmレンチ

パッド押さえバネ

スナップリング

フリーストローク
調整ネジ

ローター

パッド

接触

パッド接触
ポイント

■フリーストロークの調整

調整ネジを緩めるとブレーキレバーの空引き量が増え、お好みの調整が可能です。

握り幅調整ボルト

握り幅調整ボルト

■握り幅調整

調整ボルトを締める（時計方向）と広がり、緩める（反時計方向）と狭くなります。

< BL-M785 >

< BL-M785 / M666 >

< BL-T785 / S700 >

締め付けトルク:
2 - 4 N･m {20 - 40 kgf･cm}

ご注意：
ナットには裏表があります。
反対に取付けるとハンドルバーに正しく
固定できず、傷をつけます。

引っ掛け部

押す

クランプバンド

ボルト（M5 x 17.5 mm）

ナット

1

1

2

2

締め付けトルク: 
4 N･m {40 kgf･cm}

4. 4mmアレンキーでブレーキレバーの
クランプバンドを固定します。

締め付けトルク: 
6 - 8 N･m {60 - 80 kgf･cm}

ブレーキパッド

< 左レバーの場合 >

締め付けトルク:
5 - 7 N･m 

{50 - 70 kgf･cm}

●ポストタイプマウント

キャリパーをフレームに仮固定
（キャリパーが左右に動く状態）して
ブレーキレバーをにぎり、
パッドでローターをはさんだ状態で
キャリパー取付けボルトを締め付けます。

締め付けトルク:
6 - 8 N･m {60 - 80 kgf･cm}

＜フロント＞

キャリパー
取付けボルト

ボルトの緩みを防止するために付属のキャップを図のように取付けます。

＜フロント＞ ＜リア＞

キャップ
キャップ

キャップ

ポストタイプ

スナップ
リング

M666
M666

M666

M666

割ピン

割ピン

割ピン

ブレーキパッド

アレンキー 3mm
アレンキー 4mm

締め付けトルク
アレンキー3mm：5 - 7 N･m {50 - 70 kgf･cm}
アレンキー4mm：8 - 10 N･m {80 - 100 kgf･cm}

フィン付きパッドのフィンには前後があ
るので、図のように取付けてください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


